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日本におけるＩＣＴ政策

～政府主導のブロードバンド整備～
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あらゆる格差を解消
〔 様々な地域格差が存在 〕

所得格差、雇用格差、
教育格差、医療格差 等

光サービス世帯普及率 26.3％
（2008年9月末）

世帯カバー率：９０％
光サービス普及率100%

• 光ファイバを全国整備し、基盤ネットワークとして活用
（０種事業者として、公平な開放を行う）

• ファイバの引込み先は、学校、病院、企業、住宅等を網羅
• 雇用創出、光への置き換えによるリターンの創出を期待

政府主導によるブロードバンド全国整備を

１００％光回線の全国整備をすべき
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教育

１００％光サービスの活用例

光ファイバは日本の活力を高めるための様々なアプリケーションを
同時に提供できる基幹インフラ

地デジ難視聴対策 遠隔医療

テレワーク電子行政サービス

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://tkfiles.storage.msn.com/x1piYkpqHC_35nZHhmivKIg6RNuqR4Wrl6t5-yLLSVvRhx6HmSxOjE4TG5DZHaa6wf0LJJxgSIR2FzsH0OTiDV-JHlqFVf_rfiKT9sjL_Alv2eLnWsjbsa7QA&imgrefurl=http://sakagamiyu.spaces.live.com/blog/cns!61A3D40FBDB69C04!7334.entry&usg=__Ybvp-vP3YoLPoZLH_zmPBm0AVo4=&h=336&w=371&sz=23&hl=ja&start=1&sig2=BMSjr1-ZueklELDpKzLd9g&um=1&tbnid=rv7XlttZLHePRM:&tbnh=110&tbnw=122&prev=/images%3Fq%3D%25E5%259C%25B0%25E4%25B8%258A%25E3%2583%2587%25E3%2582%25B8%25E3%2582%25BF%25E3%2583%25AB%26hl%3Dja%26rlz%3D1T4GGIH_jaJP269JP270%26sa%3DN%26um%3D1&ei=9R8JSrezHc2fkQX_k-CbCw�
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世界各国の政策

抜本的なＩＣＴ政策を実行しないと、日本はブロードバンド整備で
世界に立ち遅れてしまう

アメリカ
（オバマ政権）

オーストラリア
（ラッド政権）

ニュージーランド
（キー政権）

５７億米ドル

（５１３０億円
※

）

４７億豪ドル

（２７２６億円
※

）

１５億NZドル

（６９０億円
※

）

ブロードバンド整備への国費投入を計画

※1㌦90円、1豪㌦58円、1ＮＺ㌦46円（2009年2月12日時点）で換算
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